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④ 山梨県の広報誌
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手 権 大 会 で 日 本７ に 輝い た日 本 航 空 高

等 学 校男 子 バレ ー ボー ル 部｡ 県 庁 を 訪 れ

た前 嶋主 将( 左)､ 月 岡監 督( 右) に｢ 山 梨県

イメージ アップ 大賞｣ を 贈りまし た｡ 詳しく

はP18｢ 県 政ニ ュ ース｣ をご 覧く ださ い 。

ホ

ＹＡＭＡＮＡＳＨI

【巻頭】令和4 年度当初予算
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令和4 年度当初予算案を説明する長崎知事

Ｔ 騰ＩI 今
年
４

月
か
ら

の
１
年
間
、
県
は
ど
ん
な
こ
と
に
い
く
ら
使
う
か
。

そ
の
計
画
を
示
し
た
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案
を
２

月
定
例
県
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。
最
優
先
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
先
の
未
来
へ
向
け
て
山
梨
の
可
能
性
を
生
か
し
き
る
た
め
、

攻
め
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。一
般
会
計
予
算
額
は
過
去
最
大
の
5
4
6
7

億
円
。
感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
強
靭
な
社
会
づ
く
り
に

加
え
、
成
長
産
業
や
地
域
資
源
の
高
付
加
価
値
化
、
共
生
社
会
・
子
育
て

。

教
育
・
介
護
な
ど
の
基
礎
条
件
を
充
実
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、山
梨
県
を
前
進
さ
せ
る
本
番
の
年
に
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

新型コロナを乗り越え、その先の未来へ!

県 債478(8.8

％)

諸 収 入914(16.7

％)

地 方 交 付 税

県

国

諸
　

県

税

庫 支 出 金

収　　入

｢山梨の可能性を生かし切る｣攻めの予算

一般会計当初予算額5,467 億円

商 工 費

749

(13.7 ％)

公 債 費716(13.1

％)

(単位: 億円)

よ
く
わ
か
る

その他収入

798

(14.6％)
地方交付税

1,352　

(24.7％)

歳 入

5,467億円

国庫支出金

940

(17.2％)

県 税985(18.0

％)

警 察費225(4.1 ％)

農林水産業費244(4.5 ％)

総務費356(6.5 ％卜
＼

諸支出金－
374(6.8％)

卜

勺

衛生費502(9.2

％)

(単位: 億円)

地 方 公 共団 体 が一 定 の行 政 サービスを提供 できる

よう､財 源が不足 する団 体に国が 配分 するお金

県 民税や事業 税など､県 に納められる税金

特 定の事業の 財源として国が交 付するお金

県 税の 延滞 金や預 金 利子､ 県 からの 貸付 金の元 利

償還金など､他の収 入科目に含まれない収 入

債　 公共 施設や 道路の 整備などの資 金を調達 するため、

県が国 や銀行などから長期にわたり借り入れるお金

費

費

費

費

費

費

育

工

債

木

生

生

教

商

公

土

民

衛

農 林 水 産 業 費

警　　 察　　 費

民 生 費

646

(11.8 ％)

ド

．

卜
その他支出68(1.2 ％)

教 育 費883(16.2

％)

歳 出5,467

億円

土 木 費

704

(12.9 ％)

県立 学校の運営や整備などに使うお金

商業や工業 の振興などに使うお金

県債の返 済に使うお金

道路の整 備や河川の改修などに使うお金

社会 福祉や児童 福祉などの事業 に使うお金

健康 増進や疾病 予防､ 環境保 全などに使うお金

農業､ 林業､ 水産業の 振興などに使うお金

犯 罪や交 通事 故の防止などに使うお金

3月８日時点での情報を基に作成してぃます。 、3､れ あ い ー･
・
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令和4 年度当初予算

◆ 新 型 コ ロ ナ 対 策 費 は 前 年 比46 ％ ア ッ プ

新型コロナウイルス感染症との闘いは今年度も続くことが想定されます。そこで､感染拡大の防止や医療提供体制の確保の

ため､前年度の464 億円を46％上回る6ｱﾌ 億円(令和3年度2月補正予算を含む)を新型コロナ対策費に充てました。必要な方

に必要な医療を届け､皆さんの命と生活･経済を守るため､十分な対策を実施していきます。

新型コロナ対策費

(2月補正含む)

677 億円

●感染拡大防止と医療提供体制の整備

検査体制の強化･ワクチン接種の促進･病床の確保など

●県民生活に与える影響の最小化と新しい生活様式への対応

休業助成金の支給･グリーン･ゾーン認証制度の運営など

●県内経済の安定化･反転攻勢に向けた対策

中小企業の事業再構築の支援･やまなしＧＯ ＴＯトラベルの推進など

449 億円

35 億円

193 億円

なお､ 感染力の強いオミクロン株で多くの皆さんが打 撃を受けたことを踏まえ､資 金繰りに苦しむ事業者の皆さんへの支援 はも

ちろん､ 学校や保育所で感染が発生したことでお子さんの検査 対応のために仕 事を休まざるを得なかった｢ひとり親世帯｣ などを

素早く支援 するため､ 総額83ｲ 意円の令 和4 年度 一般会 計補正 予算案を2月定例県 議会に追加提案しました。

◆もしもの出費に備えて｢主要3基金｣は取り崩しを抑制

過去最大の予算額になりましたが､財政の健全性はしっかり確保しています。県の負担を最小にする一方で最大の効果を上

げられるよう､国の補助金や将来の県の負担が少ない有利な地方債を活用するなどの工夫をしました。その結果､県債(県の借

金)予算のうち国が将来負担する割合は4ポイント増え､また実質的に県が負担する県債残高(防災･減災分除く)については3

年連続で減りました。

こうした工夫によって､過去最大の予算額としながら主要3 基金(県の貯金)から取り崩す額を大幅に抑制しました。基金を

しっかり確保することで､もしもの出費に備える体制を実現しました。

将来の県負担の抑制

県債(臨財債を除<)の予算額と地方交付税措置

(億円)
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実質 的県負 担 県債等 残高( 防災･ 減災 分除く)(

億円)
40％　5,100

…35％　5,050

…30％　5,000

…25％　4,950

20％　4,90015

％　4,85010

％　4,800

H28 ～R2（平均）　R3　　　　R4

予算額　　 うち地方交付税措置額　● 地方交付税措置率

基金からの取り崩し額の抑制

財 源対 策としての 基金取り崩し額( 主要3 基金)

ｊ

ｌ

円

０
　

５

億
　
　

２

Ｃ

50

５
　

０
　

５
　

０

７
　

０
　

２
　

５

１
　

１
　

１

R3 R4

�Lﾉ＼ﾉ|

�I　　　･45億円抑制

謳/
RI( 実績)R2( 実績)R3( 見込)R4( 見込)

◆ 重 点 的 に お 金 を 使 う｢3 つ の Ｋ｣

3 つのＫとは｢強靭化｣｢ 高付加価値化｣｢ 基礎条件充実｣の頭文字です。感染症や自然災害に強く､付加価値の高い資源や

産業を育て､子育て･教育･介護なども充実させる。そして山梨県のあらゆる可能性を開花させていきます。

･。５１　 １　　　　　　　　　　　　　　　　 感染 症、自 然災 害、事故･ 犯罪などに対する強靭化

- 皿 、3､れあい



強
く
し
な
や
か
な
社
会
を
つ
く
り

「
三
つ
の
リ
ス
ク
」に
備
え
る

山
梨
県
は
①
感
染
症
②
自
然
災
害
③
事
故
・
犯
罪
の
三
つ
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
強
く

し
な
や
か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
か
ら
県
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
と
財
産
を
守
り
抜
く
こ
と
は
、
県
に
課
せ
ら
れ
た
最
優
先
の
使
命
で
す
。皆
さ
ん
が

こ
の
山
梨
の
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
可
能
性
を
最
大
限
開
花
さ
せ
る
た
め
、
県
は
こ

の
三
つ
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
し
、
生
活
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
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「
①
感
染
症
に
対
す
る
強
靭
化
」

必
要
な
方
に
必
要
な
医
療
を
届
け
る
と
と
も
に

「
命
」
と「
生
活
・
経
済
」の
両
立
を
め
ざ
す

一

最
高
水
準
の
体
制
を
さ
ら
に
充
実

必
要
な
方
に
必
要
な
医
療
を
届
け
る
た

め
、
病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
を
は

じ
め
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
さ
ら
に
前
進
、
充
実
さ
せ
ま
す
。

現
在
、
病
床
と
宿
泊
療
養
施
設
を
合
わ

せ
て
1
5
0
0

人
以
上
の
方
が
、
施
設
で

治
療
や
療
養
が
で

き
る
体
制
と
な
っ
て

い

ま
す
。
こ
の
数
字

は
、
人
口
比
で

全
国
最

高
水
準
の
受
け
入
れ
能
力
で
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
医
師
な
ど
の
健
康
観
察
を
受
け

な
が
ら
自
宅
で
療
養
す
る
「
退
所
後
ケ
ア
」

や
「
や
ま
な
し
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
の
仕
組
み

を
整
え
、
常
に
医
療
が
寄
り
添

う
医
療
提

供
体
制
と
し
て
い
き
ま
す
。

一

感
染
症
専
門
人
材
の
養
成

県
内
に
は
、
感
染
症
の
専
門
医
が
１
人
、

感
染
症
に
精
通
し
た
看
護
師
「
感
染
管
理

認
定
看
護
師
」
が
2
3
人

い
ま
す
。
こ

れ
ら

の
専
門
資
格
を
持
っ
た
医
師
や
看
護
師
が

増
え
る
と
、
感
染
症
へ
の
対
応
が
一
層
強

化
さ
れ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
県
で

は
今
年
度

か
ら
、
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
や
県
立
中
央
病
院
が

行
う
感
染
症
専
門
医
の
養
成
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
ま
た
県
立
大
学
が
感
染
管
理

認
定
看
護
師
を
育
て
る
教
育
課
程
を
開
設

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
県
内

で
感
染
症
専
門
医
５
人
、
感
染
管
理
認
定

看
護
師
6
0人
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

゛I●1『　

Ｘ

一
「
対
策
強
化
」
で

経
済
に
ア
ク
セ
ル

感染 管理認定看護師は院内の

感染拡大防止対策の中心となる

ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
の
充
実
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、

グ
リ

ー
ン

ー
ソ

ー
ン
認
証
制
度
の
対
象
と

な
っ
て

い
な

い
事
業
者
が
行
う
感
染
症
対

策
へ
の
助
成
な
ど
社
会
全
体
の
対
策
を
強

化
し
、
命
と
生
活
・
経
済
の
両
立
を
め
ざ

し
ま
す
。
経
済
の
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む

タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
な

い
よ
う
、
感
染
状

況
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

,3､れあい 匡 皿;順麟順



令和4 年度当初予算

「
②
自
然
災
害
に
対
す
る
県
土
の
強
靭
化
」

緊
急
性
の
高
い
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
に

重
点
的
に
取
り
組
む

」
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進

公
共
事
業
費
に
は
前
年
度
を
大
幅
に
上

回
る
９
３

１
億
円
（
令
和
３
年
度
２

月
補

正
予
算
を
含
む
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
く

起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
「
県
土
の
強
靭
化
」

は
特
に
緊
急
性
が
高

い
事
業
で
す
。
水
害

に
備
え

た
河
川
整
備
や
土
砂
災
害
へ
の
対

策
、
た
め
池
の
耐
震
化
な
ど
の
防
災
・
減

災
対
策
事
業
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

●

一

富
士
山
噴
火
に
機
動
的
に
備
え
る

富
士
山
は
噴
火
す
る
ま
で

ど
こ
に
噴
火

口
が
で
き
る
か
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

被
害
は
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

富
士
山
で
ど
の
よ
う
な
噴
火
が
起
き
た

と
し
て
も
、
県
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
の

安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

噴
火
口
の
場
所
に
応
じ
て
適
切
な
位
置
に

現
地
対
策
拠
点
を
設
置
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
車
両
や
資
機
材
を
整
備
し
、
機
動
的

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

河川整備前後の鎌田川 沖 央 市）

「
③
事
故
や
犯
罪
に
対
す
る
強
靭
化
」

交
通
事
故
や
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
社
会
を
つ
く
る

」
子
ど
も
の
安
全
と
地
域
の
防
犯

昨
年
６
月
、
千
葉
県
八
街
市
で
通
学
路

を
下
校
中
の
小
学
生
の
列
に
ト
ラ
ッ
ク
が

衝
突
し
、
児
童
５
人
が
死
傷
す
る
痛
ま
し

い
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
山
梨
県
で
は
、
警
察
と
学

校
、
教
育
委
員
会
、
道
路
管
理
者
な
ど
が

連
携
し
て
、
小
学
校
の
通
学
路
に
あ
る
危

険
箇
所
を
点
検
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
対

策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所
に
、
横
断
歩
道

な
ど
の
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

子どもが安 心して通 れるように横 断 歩 道などを整備 する

今
年
度
は
、
県
独
自
の
対
策
と
し
て
、

通
学
路
だ
け
で
な
く
小
学
校
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
保
育
所
な
ど
の
周
辺
道
路
で

も
横
断
歩
道
な
ど
の
緊
急
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
点
検

で
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
約
７
０
０
ヵ
所

す
べ
て
で
安
全
対
策
が
完
了
し
、
県
内
全

域
で
子
ど
も
が
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役
と
な
り
犯
罪

の
予
防
に
つ
な
が
る
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
市
町
村
や
自
治
会
な
ど
を
支
援
し
、

地
域
の
防
犯
力
を
強
化
し
ま
す
。

犯 罪などの 発 生を予 防する防犯 カメラ

･i ・ 、3､れあい
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可
能
性
を
最
大
限
開
花
さ
せ

人
口
減
少
に
負
け
な
い
高
収
益
体
質
へ

山
梨
県
に
は
素
晴
ら
し
い
可
能
性
に
満
ち
た
産
業
や
地
域
資
源
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
も
数
多
く
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
埋
も
れ
た
可
能
性
を
し
っ
か
り
と
発
掘
し
、
他
の
可
能
性
と

の
連
携
や
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
活
用
の
仕
方
を
す
る
な
ど
の
一
手
間
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
高
付
加
価
値
化
か
実
現
さ
れ
ま
す
。
高
付
加
価
値
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
果

実
＝
収
益
」
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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「
産
業
の
高
付
加
価
値
化
」

成
長
産
業
を
支
援
し

県
内
経
済
の
安
定
と
成
長
に
つ
な
げ
る

」
医
療
機
器
分
野
へ
の
参
入
を
支
援

機
械
電
子
産
業
は
山
梨
県
の
主
力
産
業

で
、
付
加
価
値
額
の
６
割
を
占
め
ま
す
。

そ
の
高
い
技
術
力
を
生
か
し
、
よ
り
多
く

の
県
内
企
業
が
今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ

る
医
療
機
器
分
野
に
進
出
で
き
る
よ
う
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
企
業
を
支
援
す
る
「
メ

デ
ィ
カ
ル

ー
デ
バ
イ
ス

ー
コ
リ
ド
ー
推
進

セ
ン
タ
ー
」
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

東
京
圈
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
集
中

的
に
訪
問
し
て
求
め
て
い
る
技
術
を
把
握

し
た
り
、
県
内
企
業
の
技
術
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
動
画
を
制
作
し
宣
伝
し
た
り
し
て
、
県

内
企
業
が
医
療
機
器
分
野
へ
新
規
参
入
で

き
る
よ
う
後
押
し
を
し
、
県
内
経
済
の
安

定
や
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

」
水
素
・
燃
料
電
池
の
基
幹
産
業
化

水
素
・
燃
料
電
池
の
研
究
で
も
、
山
梨

県
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
蓄
積
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
県
で
は
今

年
度
、
山
梨
大
学
な
ど
と
共
同
で
開
発
し

た
小
型
で
高
性
能
な
燃
料
電
池
「
や
ま
な

し
ス
タ
ッ
ク
」
の
実
用
化
に
取
り
組
み
、

こ
れ
を
活
用
し
た
新
製
品
の
開
発
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
研
究
開
発
拠
点
と
し
て

整
備
を
進
め
て
き
た
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ト

シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
甲
府

市

の
米
倉
山

に
完
成
し
ま
す
。
す
で
に
、

日
本
を
代
表
す
る
燃
料
電
池
の
評
価
機
関

「
Ｆ
Ｃ
‐
Ｃ

Ｕ
ｂ
・－

Ｃ
」
の
移
転
が
決
ま
っ

て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
一
大
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
関
連
す

る
産
業
や
企
業
を
集
積
で

き
る
よ
う
働
き
掛
け
て

い
き
ま
す
。

新製 品 への 活用 が期 待される

小型 の燃 料電 池｢ やまなしスタック｣

」
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
成
長
を
支
援

社
会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
」
を
山
梨
県
に
集
め
、
県

内
企
業
と
連
携
し
、
産
業
を
活
性
化
さ
せ

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
最
先
端
の
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
の
場
を
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
に
提
供
し
ま
す
。

実
証
実
験
終
了
後
も
専
門
家
に
よ
る
手

厚
い
伴
走
支
援
を
し
て
、
県
内
で
の
事
業

拡
大
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

ふ れあい 皿i● 座言 詮Jヽ y`
｜



令和４年度当初予算

【
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

が

剔

の

推
進
】

誰

も

取

り

残

さ

な

い

人

に

優

し

い

デ

ジ

タ

ル

社

会

を

目

指

す

一

三
つ
の
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
が
も
た
ら
す
社
会
変
革
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
山
梨
県
は
「
誰
も
取
り
残
さ

な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
を

め
ざ
し
「
暮
ら
し
・
産
業
・
行
政
」
の
３

分
野
で
積
極
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
も
、
障
害
の
あ
る
方
も
、
外
国
人

の
方
も
戸
惑
う
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
、
利

便
性
の
高
い
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

一

暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
は
、
現

在
県
内
の
３
町
村
で
、
高
齢
者
が
使
い
や

す
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
行
政
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
実
証
事
業
が
県

の
支
援
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
配

車
を
予
約
し
、
希
望
の
時
間
に
運
行
区
域

内
の
希
望
の
場
所
ま
で
移
動
で
き
る
、
人

工
知
能
（
Ａ
－

）
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
市
町

村
へ
の
支
援
な
ど
、
今
年
度
は
高
齢
者
に

限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
利
便
性
を
高

め
る
実
証
的
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

一

産
業
分
野
の
Ｄ
Ｘ

を
支
援

介
護
現
場
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
情
報
通

信
技
術
（
－

Ｃ

Ｔ
）
の
活
用
が
進
む
と
、

介
護
に
あ
た
る
人
の
負
担
軽
減
や
作
業
の

効
率
化
が
進
み
ま
す
。
製
造
業
の
現
場
で

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
導
入
さ
れ
る
と
、
競
争

力
や
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。
林
業
の
現

場
で
森
林
グ
ラ
ウ
ト
や
－

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
林
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

生
産
性
が
上
が
り
、
林
業
従
事
者
の
所
得

が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
大
学
医
学

部
附
属
病
院
で
は
Ａ
－

を
活
用
し
た
在
宅

医
療
支
援
拠
点
や
、
遠
隔
に
よ
る
放
射
線

治
療
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

県
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

行
わ
れ
る
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

一

行
政
も
Ｄ
Ｘ
を
推
進

県
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

を
社
会
全
体
で
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
基
盤
整
備
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
最
大
限
に
活
用
し
て
地
域
課
題
の
解
決

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成

を
庁
内
で
進
め
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

聊四轍豚－ 圃 ふ れあい
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【
ス
ポ
ー
ツ
で
稼
げ
る
県
づ
く
り
一

ス

ポ

ー
ツ

で

地

域

を

活

性

化

や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン
設
立
で

一

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
山
梨
県

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３
密
を
避
け
ら
れ
る
と

注
目
を
集
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
場
と
し
て
、
大
き
な
魅
力
と
可

能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
生
か
す
た
め
、
県
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
競
技
と
し
て
の
視
点
だ
け
で
な
く
ビ
ジ

ネ
ス
の
資
源
と
捉
え
、
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
で
収
益
を
生
み
出
し
、
地
域
経
済
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
関
係
団
体
や
民
間
企
業
と
協

働
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な

ど
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
け
ん
引
す
る

組
織
「
や
ま
な
し

ス
ポ

ー
ツ
エ

ン
ジ
ン
」

を
設
立
し
ま
す
。

や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン
は
、
自

然
環
境
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ

ー
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ

ィ
の

開
発
や
、
多
数

の
参
加
が
見
込
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト

の
企
画
・
開
催
を
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の

過
程
で

得
た
情
報
を
分
析
し
、
新
た
な
企

画
立
案
や
人
材
の
育
成
な
ど
の
取

り
組
み

に
生
か
し
ま
す
。
そ
し
て
事
業
の
収
益
化

を
図
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
自
立
し
た

運
営
が
で
き
る
組
織
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
機
運
が
盛
り
上

が
る
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し
、
南
ア
ル

プ
ス
林
道
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
ル
イ

ベ
ン

ト
を
試
験
的
に
開
催
す

る
こ
と
で
、
観
光

客
の
誘
致
や
地
域
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
や
文
化
と
い
っ
た
他

分
野
と

ス
ポ
ー
ツ
を
連
携
さ
せ
る
取

り
組
み
も
検

討
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
多
く
の
方
に
山
梨
県

を
訪
れ
て
も
ら
い
、
新
た
な
関
連
ビ
ジ
ネ

ス
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
県
内
産
業
の
活

性
化
や
雇
用
機
会
の
拡
大
に
結
び
つ
け
「
ス

ポ
ー
ツ
で
稼
げ

る
県
」
を
め
ざ
し
て

い
き

ま
す
。

【
森
林
空
間
の
高
度
活
用
】

誰
も
が
楽
し
め
る
森
林
空
間
へ

」
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
森
林
活
用

山

梨

県

は

、

森

林

が

県

土

の

約
7
8
％

を

占

め

る

森

林

県

で

す

。

そ

の

保

全

を

図

り

つ

つ

活

用

し

、

多

く

の

方

に

森

林

の

魅

力

を

知

っ

て

も

ら

う

こ

と

で

、

地

域

活

性

化

に

つ

な
げ

て

い
き

ま

す

。

そ

の

一
つ
が

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
Ｍ

Ｔ

Ｂ

）

で

の

森

林

空

間

の

活
用

で

す

。「
山

梨
Ｍ

Ｔ

Ｂ

推

進

協

議

会

」
を

設

立

し

、
利

用

者

が

安

全

に

楽

し

め

る

ル

ー

ル

や

コ

ー
ス

な

ど

を

検

討

し

た

り

、

金

川

の

森

（
笛

吹

市

）

に

あ

る

Ｍ

Ｔ

Ｂ

コ

ー

ス

を

改

修

し

、

県

内

外

の

愛

好

者

を

呼

び

込

ん

だ

り

し

て

、

子

ど

も

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

誰

も

が

楽

し

め

る

森

林

空

間

を

め

ざ

し

ま

す

。

森 林 の中でＭＴＢを楽しむ子どもたち
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令和4 年度当初予算

【
農
村
地
域
の
高
付
加
価
値
化
】

農
泊
×
福
利
厚
生
で
農
村
地
域
に
新
た
な
価
値
を

農
村
を
活
用
し
た

一

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案

-・４
万……j

…

…,:1

一回I

盛
濡 欝]=| ……

農
泊
や
農
業
体
験
は
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
都
市
部
住
民
の
「
癒
し
の
場
」
と
し

て

注
目
を
集
め
始
め
て

お
り
、
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
と

い
っ
た
企
業
の
福
利
厚
生
に
活
用

で
き
る
高
い
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
ブ

ド
ウ
や
モ
モ
を
は
じ
め
、
米
や
野
菜
、
花
き
、

畜
産
な
ど
各
地
で
多
様
な
農
業
が
行
わ
れ

て

い
る
山
梨
県
の
特
徴
を
生
か
し
、
企
業

向
け
に
農
泊
や
農
業
体
験
を
活
用
し
た
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
農
泊
事
業
者
や
農
家
な
ど

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
専

門
家
に
よ

る
助
言
を
受
け
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
農
泊
事
業
者
や
農
家
と
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア

ー
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

農
泊
や
農
業
体
験
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
新
た
な
交
流
を
生
み
出
し
、
農
村
地

域
の
課
題
で

あ
る
担
い
手
確
保
や
所
得
向

上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

晨泊が体験できる施設

農村地域の日常が高い付加価値を生み出す可能性を持っている 「
文
化
芸
術
の
振
興
」

伝
統
文
化
の
継
承
と
新
た
な
文
化
創
造
を
支
援

一
「
文
化
立
県
」
の
推
進

文
化

芸
術
は
、
豊

か
な
人
間
性
や
創
造

力
を
育
む
と
と
も
に
、
観
光
と
し
て
の
魅

力
や
産
業
の
付
加
価
値
を
生
み
出
す
源
と

な

り
、
地
域

に
活
力
を
も

た
ら
し
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の

ク
リ
エ
イ
タ

ー
が
活
動
す
る
文
化
芸
術

の
創
造
拠
点
と
な
る
こ
と
で
地
域
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
文
化
立
県
を
め
ざ
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

一

や
ま
な
し
で
創
作
活
動
を
支
援

県
外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
山
梨
県
内

で
ス
ム
ー
ズ
に
創
作
活
動
を
で

き
る
よ

う

に
支
援
す
る
組
織
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
や
ま
な
し
（
仮
称
）
」
を
設
置
し

ま
す
。
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
県
外

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
創
作
活
動
に
必
要
と
す

る
環
境

が
整
っ
た
活
動
拠
点
の
情
報
や
、

ク
リ
エ
イ

タ
ー
同
士
の
交
流
の

場
な
ど
を

提
供
し
て

い
き
ま
す
。

県
外
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
県
内
に
呼
び
込

ん
だ
り
、
県
内
で
開
催
す
る
展
示
事
業
を

支
援
し
た
り
す
る
な
ど
、
創
作
活
動
が
し

や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
本
県

か
ら
新
た
な
文
化
芸
術
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

一

文
化
芸
術
と
観
光
の
融
合
を
促
進

文
化
芸
術
活
動
の
機
会
を
増
や
し
、
新

た
な
需
要
と
付
加
価
値
を
生
み
出
す
た
め

に
、
伝
統
芸
能
団
体
が
宿
泊
施
設
等
で
行

う
公
演
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
、
上
質
な
文
化
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
よ
う
助
言
し
ま
す
。

こ

れ
ら
に
よ

り
、
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
な
ど
、
文
化
観
光
に
よ

る
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

県の無形民俗文化財に指定されている追分の人形芝居(大月市)
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【
美
酒・
美
食
を
通
じ
た
観
光
誘
客一

食
×
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
観
光
に
付
加
価
値
を

「
美
酒
・
美
食
」
ブ
ラ
ン
ド
の
徹
底
追
求
　
　

「
ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
」
を
活
用
し
た

一

周
遊
観
光
の
促
進

「
食
」
は
重
要
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

食
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
観

光
地
と

な

る
た
め

に
は
「
美
酒
・
美
食
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で

す
。
そ
こ
で

県
で
は
、
県
内
外
の
料
理

人
や
ソ
ム
リ
エ
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

「
美
食
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
立
し
、
美

食
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
山
梨
県
の
豊
か
な
県
産
食

材
を
活
用
し
た
価
値
の
高
い
料
理
を
創
作

し
、
県
産
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
と
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
に
よ

る
「
美
酒
・
美
食
」
の
発
表
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
美
食
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

やまなしジビエや県 産 野 菜などを使った料 理

日
本
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
で
あ
り
、
生
産

量
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
が
日
本
一
の
山
梨
県

は
、
令
和
元
年
に
「
ワ
イ
ン
県
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県
産
ワ
イ
ン
を

き
っ
か
け
と
し
た
観
光
の
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

カ
ー
ド
を
制
作
し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で
ワ

イ
ナ
リ
ー
巡
り
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情

報
を
発
信
し
た
り
し
な
が
ら
周
遊
観
光
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
県
民
に
県
産
ワ
イ

ン
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

醸
造
家
や
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
県
民
対
象
の

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
ワ
イ

ン
県
や
ま
な
し
の
ブ
ラ
ン
ド
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

ワイナリーをきっかけにした観 光誘 客に取り組 む

「
観
光
の
高
付
加
価
値
化
」

万

全

の

感

染

症

対

策

を

生

か

し

た

観

光

を

支

援

観
光
誘
客
で

一
「
山

梨
フ
ァ
ン

」
を
増
や
す

グ
リ

ー
ン

ー
ソ

ー
ン
認

証
制
度
は
、
今

や

第
三

者
認
証
と

し
て

全
国
に
拡
大
し
、

県
内
で
も
ほ
ば
全
て
の
飲
食
業
の
皆
さ
ん

が
認
証
を
受
け
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

こ
の
感
染

症
対
策
へ
の
信
頼
感
が
旅
行

者
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
昨
年
発
表
さ

れ
た
中
学
生
の
修
学
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
京
都
に
次
ぐ
２
位
と
な
る
な
ど
、
山

梨
県
は
旅
行
先
と
し
て
観
光
客
に
選
ば
れ

る
県
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ

れ
を
一
過
性
の
も
の

と
せ
ず
、
万
全

の

感
染

症
対

策
や
豊

か
な

自
然

環
境
と

い
っ
た
優
位
性
を
生
か
し
、
山
梨
県
な
ら

で
は
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
入
れ
た

教
育
旅
行
の
誘
致
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン

ー
ソ

ー
ン
認
証
施
設

の
利
用
や
本
県
特
有
の
食
や
体
験
を
取
り

入
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア

ー
を
企
画
し
て

販
売
す
る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
コ

ロ
ナ
禍
で

減
少
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
合
宿
の
再
開
を
支
援
す
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
観
光
誘
客
に
取
り
組

み
「
山
梨
フ
ァ
ン
」
の
獲
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
美
酒
美
県
ブ
ラ
ン
ド
強
化
」

国

内

外

へ

の

販

売

支

援

ワ
イ
ン
と
日
本
酒
で
Ｇ
－

指
定

一

輸
出
拡
大
に
全
力

国
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
す
る
地
理

的
表
示
（
Ｇ
－

）
制
度
に
お
い
て
、
平
成
2
5

年
に
全
国
初
と
な
る
ワ
イ
ン
で
の
指
定

に
続
き
、
昨
年
４

月
に
は
日
本
酒
で
も

Ｇ
－

「
山
梨
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

同
じ
産
地
か
ら
２
つ
の
酒
類
が
指
定
さ
れ

た
の
は
全
国
初
の
快
挙
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
国
内
外
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
す
る
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
構
築
し
、
山
梨
県
が
誇
る
高
品

質
な
ワ
イ
ン
と
日
本
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
「
美
酒
美
県
」
の
定
着
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
近
年
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
の

消
費
量
が
増
え
て

い
る
ア
ジ
ア
圈
な
ど
、

海
外
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
と
認

知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

ワインと日 本 酒の 上 質さをP Ｒ
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【
食
材
の
高
付
加
価
値
化一

上
質
さ
の
Ｐ
Ｒ
で
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を
め
ざ
す

「
お
い
し
い
未
来
へ

や
ま
な
し
」
の

一

推
進
で
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
強
化

昨
年
４

月
に
立
ち
上
げ
た
県
産
農
畜
水

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
「
お
い
し

い
未
来
へ

や

ま
な
し
」
で
、
品
質
の
良
さ
だ
け
で
は
な

い
山
梨
県
の
農
畜
水
産
物
の
特
徴
を
一
体

的
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ

ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
付
加
価

値
の
向
上
と
、
県
全
体
の
や
ま
な
し
ブ
ラ

ン
ド
の
価
値
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

４
パ
ー
ミ
ル

ーイ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で

一

農
業
分

野
か
ら
脱
炭
素
社
会
に
貢
献

県
は
、
果
樹
栽
培
で
発
生
す

る
剪
定
枝

を
炭
化
さ
せ
、
二
酸
化
炭
素
を
土
壌
に
貯

留
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
貢

献
す
る
「
４

パ
ー
ミ
ル

ー
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
認
証
す
る
制
度
を

設
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、

今
年
度
は
新
た
に
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
強
化

と
認
知
度
向
上
の
た
め
に
、
店
頭
プ
ロ
モ

ー

シ
ョ
ン
や
ウ
ェ
ブ
広
告
の
掲
載
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
４

パ
ー
ミ
ル

ー
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

に
果
樹
以
外
の
作
物
で
も
取
り
組
む
た
め
、

有
機
質
肥
料
の
使
用
に
よ

る
土
壌
へ
の
炭

素
貯
留
効
果
を
検
証
す
る
な
ど
、
農
業
分

野
か
ら
の
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
で

一

全
国
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
る

県
は
、
家
畜
の
ス
ト
レ
ス
を
で
き
る
限

り
少
な
く
し
、
健
康
的
な
飼
育
方
法
を
め

ざ
す
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
の
認

証
制
度
を
全
国
の
自
治
体
と
し
て
初
め
て

創
設
し
、
家
畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
畜

産
物
と
い
う
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
認
証
基
準
を
満

た
す
農
場
に
付
与
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た
に
、
メ
デ
ィ

ア
向
け
の
情
報
発
信
や
農
家
向
け
の
講
習

会
・
研
修
会
、
消
費
者
・
畜
産
業
者
向
け

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
認

証
制
度
の
普
及
と
理
解
促
進
を
図
り
、
県

内
外
か
ら
選
ば
れ
る
付
加
価
値
の
高
い
畜

産
物
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｊｋ
お い し い 未 来 へ

や ま な し
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各 種 取り組 みへの 周知を図るロゴマーク

【
地
場
産
業
の
高
付
加
価
値
化
一

地
場
産
業
の
世
界
展
開
を
支
援

郡
内
織
物
や
産
地
の
良
さ
を

一

国
内
外
へ
発
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

郡
内
地
域
は
、
1
0
0
0

年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
織
物
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
富
士
山
の
伏
流
水
を
使
い
、
高
度

で
熟
練
し
た
技
術
が
生
み
だ
す
織
物
は
、

発
色
が
良
く
繊
細
で
上
質
な
こ
と
か
ら
、

裏
地
や
ネ
ク
タ
イ
、
傘
、
ス
ト
ー
ル
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
雑
貨
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
織
物
製
品
の
新
た
な

販
路
開
拓
の
た
め
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
情
報

発
信
の
強
化
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
若

手
人
材
の
情
報
交
換
会
や
勉
強
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
織
物
産
地
と
し
て
の
認
知
度

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
図
り
ま
す
。

郡 内 織物 でつくられたネクタイ

山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
輝
き
を

世
界
へ
届
け
る

二卜

考こﾉ

山
梨
県
は
、
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
や
原
料

調
達
か
ら
、
宝
石
研
磨
、
貴
金
属
加
工
、

水
晶
美
術
彫
刻
な
ど
に
熟
練
し
た
職
人
に

よ
る
製
造
技
術
、
さ
ら
に
は
流
通
ま
で
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
関
わ
る
産
業
の
集
積
地
で

す
。
貴
金
属
装
身
具
の
生
産
額
は
国
内
全

体
の
約
2
5％
を
占
め
、
全
国
一
の
シ
ェ
ア

を
誇
り
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
展
示
会

な
ど
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
産

業
は
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
た
な
有
力
販
路
先
と
し
て
中
東
諸
国
に

注
目
し
、
今
年
度
は
、
現
地
で
の
市
場
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
、
産
業
全
体
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

世 界 に誇る山梨 の宝 飾 技 術

(提 供: 山梨ジュエリープロジェクト)
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」
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

存
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

い
か
な
る
条
件
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

用
意
す
る
こ
と
で
、
山
梨
県
全
体
の
可
能
性
を
最
大
化
し
ま
す
。
県
は
、
子
育
て
や
介
護
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、
社
会
の
基
礎
条
件
の
充
実
に
惜

し
み
な
く
お
金
を
使
い
ま
す
。

呵） 一一泌14亀

「
共
生
社
会
の
実
現
」

山
梨
県
に
多
種
多
様
な
人
材
が
集
い

持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
づ
く
り

多
様
な
生
き
方
を

一

選
択
で
き
る
社
会
に

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
誰
も
が

活
躍
で

き
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
。
こ

れ
は
、
多
種
多
様
な
人
材
が
集

い
、
持
続

的
に
成
長
し
て

い
く
た
め
の
基
礎
で
す
。

中
で
も
、
男
女
の
人

権
が

尊
重
さ

れ
、

個
人
の
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
今
年
度
は
昨
年
度
の
約

２

倍
と
な
る
予
算
を
確
保
し
、
新
た
な
事

業
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

特
に
「
若
年
層
へ
の
意
識
啓
発
」
「
女
性

リ

ー
ダ
ー
の
育
成
」
「
相
談
機
能
の
強
化
」

の
三
つ
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー

に
専
門
人
材
を
配
置
し
、
活
動
に
取

り
組

む
県
民
や
団
体
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・

企
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
や
、
生
徒
・

職
場
向
け
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

「
性
の
多
様
性
」
を
尊
重
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地

域
支
え
合

い
活
動
に
助
成
し
、
孤
立
や
孤

独
を
防
ぎ
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社

会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

一

人
と
動
物
と
の
共
生
を
め
ざ
す

猫
は
繁
殖
力
が
強
い
た
め
、
ど
ん
ど
ん

増
え
て
し
ま
い
、
致
死
処
分
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
猫
の

無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
の
不
妊
・

去
勢
手
術
に
か
か
る
費
用
を
市
町
村
に
補

助
す
る
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
１
億
円

を
超
え
る
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
猫
の
致
死
処
分
数
を
劇
的

に
減
ら
し
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

去 勢 手 術を受けた印として右 耳の 一 部がカットされた猫

,3､れ あ い ●11 皿 示響 聯卜……
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令和4 年度当初予算

「
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
」

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、
少
人
数
学
級
の
拡
大

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で

一

新
し
い
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
ヘ
　
　
　
　

ー
2
5人
学
級
を
小
２
に
も
導
入

い
じ
め
・
不
登
校
に
も
対
応

新
た
に
「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
潜
在
保
育
士
を
対
象

と
し
た
研
修
会
や
、
人
材
バ
ン
ク
を
活
用

し
た
保
育
士
と
保
育
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
度
途

中
の
保
育
士
の
確
保
が
し
や
す
く
な
り
、

時
期
を
問
わ
ず
希
望
す
る
保
育
所
ヘ
ス

ム
ー
ズ
に
入
所
で
き
る
「
新
し
い
姿
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
」
の
基
盤
を
整
え
ま
す
。

一

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
の
支
援

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に

行
っ
て

い
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
」

へ
の
支
援
を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。

今
年
度
は
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
配

置
を
拡
充
し
、
子
ど
も
が
学
校
内
で
相
談

で
き
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

学
校
外
で
も
相
談
で
き
る
機
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
開
い
た
り
、
支
え
と
な
る
人
材
を
育
成

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

き
め
細
か
く
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
昨
年
４
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

公
立
小
学
校
の
１
年
生
に
2
5人
学
級
を
導

入
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
は
こ
れ
を

２
年
生
に
拡
大
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
人

数
教
育
推
進
検
討
委
員
会
が
2
5人
学
級
の

効
果
を
検
証
し
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

財
源
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
３
年
生
以

降
へ
の
導
入
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
学
校
内
で
の
相

談
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
に
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
市
町
村
の
適
応
指
導
教
室
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
長
期
に
わ
た
る
不
登
校
な

ど
に
対
応
で
き
る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。

子どもの可能性を最大限伸ばす

【
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
へ
】

介

護

待

機

者

ゼ

ロ

社

会

の

実

現

や

医

療

的

ケ

ア

児

へ

の

支

援

体

制

の

整

備

施
設
整
備
や
処
遇
改
善
で

一

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
に
取
り
組
む

県
は
こ
れ
ま
で
に
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ

社
会
の
実
現
に
向
け
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
拡
充
を
進
め
、
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
新
た
に
４
３
７
床
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
現
場
で
は
慢
性
的
な
人
材

不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
－

Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

介
護
事
業
所
が
今
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で

行
う
介
護
職
員
の
賃
上
げ
相
当
額
を
助
成

し
、
労
働
環
境
や
処
遇
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

｜

医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の
家
族
を
支
援

医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
病
気
や
障
害
に

全ての 世代 の 安 心を支えるため介 護待 機 者ゼロをめざす

よ
り
人
工
呼
吸
器
の
管
理
や
た
ん
の
吸
引

な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な

子
ど
も
の
こ
と
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
や

そ
の
家
族
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
今
年
度
新
設
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
、
必
要
な
医
療
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

情
報
交
換
会
の
開
催
や
制
度
の
紹
介
な
ど

に
よ
り
、
広
く
知
識
や
情
報
が
得
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
も
同
時
に
進
め
ま
す
。

｛

ソ

｝
　

’
べ

医 療 的ケ ア児と家 族 が安 心して暮らせる環境 を整 備

|麟轍!1亘II ､3､ れあい



第6 波や今後の感染再拡大に対しても

先手対応で手を緩めることなく対策を講じる
従来株に比べ、感染力の強い新型コロナウイルス感染症のオミクロン株は、年末年始以降全国に加速度

的な感染拡大｢第6波｣をもたらしました。県では、医療提供体制を維持しつつ、早期の経済回復につなげるた

めに、この波の高さをなるべく低く、幅をなるべく狭く抑えるよう先手対応の対策を講じてきました。

■ や ま な し ホ ー ム ケ ア や フ ア ー ス ト ケ ア を 導 入

重 症化リスクが比較的低いというオミクロン株の特性を踏まえ､ ポストコロナにおける県民医療の強靭化に

向けた歩 みを進めていくことも視野に入れながら､一定の要件を満たす場合には医師の判断により､ご本人の

同意の下､入院や入所をせす住み慣れた自宅で療養していただく｢やまなしホームケア｣を導入しました。

また､陽性が確認されてから重点医療機関への入院､宿泊療養施設への入所､ホームヶアのいずれかの療養

先が決まるまでの自宅待機中に 医師や看護師の健康観察が受けられる｢フアーストケア｣の運用も始めました。

い ずれも山梨大学や県医師会､ 各地区医師会の協力の下､万全の医療ケアを受けることができます。

ブ　　　　 ファー スト ケ ア

⇒ 回 療養方針 が決定されるまでの間にヽﾉ]ﾕjj － ゆ･･

ﾔj自宅待機する患者をオンラインなど プ

☆ で医師や看護師が健康観察を行う ……=.yly｡:1万｡･j

■ 宿 泊 療 養 施 設 を 追 加 開 設

新規感染者のうち､軽症者や無症状者を対象とする宿泊

療養施設に､笛吹市の甲斐リゾートホテルと甲府市のホテル

クラウンヒルズ甲府の2施設を追加で開設しました。

甲斐リゾートホテルでは､一部屋に家族が療養でき一緒に

過ごすことができます。

宿泊療養施設はこの2 施設の１６９室を加え､全8 施設、

1,135 室を確保して運用をしています。

■ 大 規 模 接 種 会 場 を 設 置

これまでも､発症､重症化リスクの低減と､市町村の接種体

制への負担軽減のために､県はワクチン未接種者への接種

陽性 者の療養方針･

重点医療機関への入院･

宿泊療養施設への入所･

自宅でのホームケア

家族で療養できる宿泊療養施設

Ｊ　 ９ 卜

会場を設置して､接種率向上に効果を上げてきましたが､昨　 ゝ･

今のオミクロン株や新たな変異株に備えるため､追加接種と

なる3回目のワクチン接種対象者や1､2 回目のワクチン未接

種者への大規模接種を2月19 日から開始しました。

県内各地でワクチン接種を促進させるため､県立美術館や

県立文学館、アイメッセ山梨(いずれも甲府市)､アピオプラ

ザ都留(都留市)､西桂町きずな未来館(西桂町)に会場を設

置しました。
県が設置した大規模接種会場(県立美術館)

Ｓ ●

3月8日時点での情報を基に作成しています。 、3､れ あ い 凰l 董 貴 顕 ⑩t



新型コロナウイルス感染症から県民を守る

県では､県民や事業 者の皆さまのご協力の下､ 第6 波収束後のいち早い経済回復と成長軌道への回帰に向け、

全力で取り組んでいます。

■ や ま な し 食 の グ リ ー ン･ ゾ ー ン 応 援 キ ャ ン ペ ー ン

やまなしグリーン･ゾーン認証を取得した飲食店などで利用できる､20 ％お得なプレミアム食事券を販売し

ています。お店が定める感染防止のルールを守って､食事やティクアウトなどにご利用ください。

【販売･利用期間】6月30 日(木)まで　　　　　　　　　　 【利用対象店舗】やまなしグリーン･ゾーン認証を取得し、

【販売額(利用可能額)】1セット8,000 円(10,000 円)　　　　　　　　　　 キャンペーンに参加登録した飲食店など

※1セットは1,000円券の10枚っづﾘ　　　　　　　　　　　　 【販売場所】県内の郵便局､商業施設など

【問い合わせ先】プレミアム食事券事務局

〈利用者向け〉TEL 050-5443-1193( 午前10 時～午後5 時(平日))

〈飲食店向け〉TEL 055-249-8195( 午前10 時~午後5 時(平日))

■ 県 内 事 業 者 に 対 す る 金 融 支 援

山梨　プレミアム食 事券 Ｑ　Ｉ

オミクロン株の急激な感染拡大を受け､当面の運転資金が不足している小規模企業者への支援として､短期

事業資金に対する利子補給を行うとともに､返済に苦慮している事業者への支援として､借換融資制度を創設

しました。

皿 琲Mljij鬘恥IU皿 ���四 国11皿 �μ 図 画 以 訟4 皿, ，

実施期間:~令和5年3月31日
-　
限 度 額:500 万円 �実施期間:～令和4年8月31 日 �限 度 額:1,000 万円

貸付期間:6ヵ月以内 ��貸付期間:10 年以内(据置3年以内) ��保 証 料:全額補助

年 利 率:1.7 ％(全額補給) ��年 利 率:2.1 ％(借換時から2年間は全額補給)

対　　 象: 小規模企業者　　　　　(

従業員数20人以下｡商業･サービス業は5人以下) ��

対　　 象:R2 年度のコロナ対策融資(ゼロゼロ融資)及び　　　　　R3

年度の経済変動対策融資　　　　　(

セーフティネット保証4号､5号及び危機関連保証)からの借り換え

【問い合わせ先】中小企業金融相談窓口　TEL 055-223-1554( 午前9 時～午後4時(正午～午後1時を除く平日))

■ 事 業 復 活 支 援 金

新型コロナウイルス感染症の影響を受け､売り上げが減少した事業者には国から事業復活支

援金が給付されます。商工会議所､商工会､農協､税理士･行政書士等の士業､金融機関などの身

近な登録確認機関にご相談ください。

【申 請 期 間 】5 月31 日( 火) ま で

【給 付 額 】基 準 期 間11 の 売 上 高 一 対 象 月・2 の 売 上 高 ×5 ヵ 月 分

※1 2018 年11 月~2019 年3 月／2019 年11 月~2020 年3月

／2020 年11 月~2021 年3 月のい ずれかの期間

なお､ 売上高減少率と法人･個人の区分に応じて給付額に上限があります

※2 2021 年11 月~2022 年3 月のい ずれかの月

【申 請 方 法 】

国 の一時 支 援金 や月 次支 援金 を過去 に

受 給 し た

■ ■■ ■㎜ ■■ ■■ ■■ ■ a ■■ ■㎜ ■ ■■■ ■ ■ ･ l ■ ■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■■ ¶ - i ･ ･ - ･ ･ 皿 ･ - ･ ･ 匹 ･ ･ a ･ ･ ¶ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ I ¶

受 給 し て

い

な い

･ ･ ･ - , ･ ･ ¶ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ¶ ら ･ ¶ ･ ･ ･ ■ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･  ,  ･ ･ ･ ･ ･

国のホームページ

から申請へ

【問い合わせ先】

〈制度に関すること〉

事業復活支援金事務局相談窓口

TEL 0120-789-140

(午前8時30 分～午後7時(土日含む))

〈給付支援に関すること〉

甲府商工会議所や富士吉田商工会議所、

県内の商工会など身近な登録確認機関

(甲府市にお住まい の方)

・ ●

a  l a ■ a ･ r l ･ w - ･ a ･ ¶ ･ ¶ 7 , s w ¶ ･ ･  a  a n ･ ¶ ･ ¶ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ I ¶ ･ ･ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

登 録 確 認 機 関 の 事 前 確 認

■ ■ ■ ■ り J ･ ･ ･ ･ ･ - ･ ¶ ･ l , ･ ･ a l a l a ･ ･ ¶ - ゝ ■ ■ ■ ■ ■ ･ ･ ･ ･ ･ ･ , ･ ･ ¶ ･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･  ･ ･ 　 ･ ･

⇒

発熱や倦怠感など､少しでも体調の変化を感じたときは､外出を控え､まずはかかりつけ医など最寄りの医療機関に相談し

てください｡相談先に迷う場合や夜間･休日などは､24 時間対応の受診･相談センターにご連絡ください。
-

｜　　　　 山梨県 新型コロ ナウイルス感染症受診･ 相談センター　　　　 ｜　　甲 府市受診･ 相談センター　　
｜

C ＯＶＩＤ-19 1nfor ｍａtｉｏｎ Ｃｅｎtｅr

日本語(Ｊａｐａｎｅｓｅ)

Ⅲ ●055-223-8896

Ｍｕltilingｕal(19 1angｕａｇｅｓ)

Ⅲ ●092-687 －7953 匝●055-237-8952
---- 一 一 一 一---　　-------　 ‥ ‥　　-

願綴織●F 圃 、3､れあい
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ビジネス　　LI ＮK観光・食・文化　　 生活ＨＯＭＥ

④双 皿･ljitぷ お謡霞

山梨県の様々な魅力をお届けする県公式のブランド情報発信サイトです一
一

一

○
　
○

郎内職勧 富士山麓に生き 職ぐ 柘鎗と技術～

こんにちは，ハイクォリティやまなし機業鄙のしろねこです。県職員が自ら企両して

執筆する職貝‥

02022.02. ２5

山梨 県のスポーツ コミ ッション

rスポーツコミッションj とは，ス

ポーツ囁興と地域振興を結びつけた

り ｀７９１て’を　　洒●゚ 推゙ｓ●゙ ゛゚ 取り ’　　　11111;11＆lfilli;ilSI 扁･哩l ¶　－ １２ｙ・こJご ： 二 七 絲 醍 醐 ９ １

１ １●l 皇1　1111111　　 山㎜ 丹波山咎の『Ｓ じいｊ　　　 やまなしｅインフラ＠●力

罹 ｊｓにi､･ｇ
ご
ー･･３－ 謳皿工£=1Xi&£;畢零･l。１ＸＪＩ　 をご諾介! タバジビlxご

ｒタバラ　　　　j？ ７こげ“ イン？ ヤ
ご

Ｓ ｉ

四 漣　
ド １ １

天に遍ぱ れし 、名水の地。 山

県。

山梨県は世界文化遭丿肇の富士山をは

じめ、帛アルプス、八ヶ厨、奥秩父

の山々に囲まれ、広大な聶･--

㎜ 輿 會鼻 皿●
一

廓 絆 魯 ● 輿 ● 輿 事と

地域資源ブランドの情報を一元化して発信するサイト｢ハイクォリティやまなし｣

や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
情
報
発
信
サ
イ
ト

「
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
で

地
域
資
源
の
高
付
加
価
値
化
に
挑
戦

県
で
は
、
地
域
資
源
の
魅
力
や
価
値
な
ど
を
広
く
発
信
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開
し
、
そ
の
効
果
が
「
や
ま
な
し
」
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
に
波
及
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
本
県
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
を
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
な
し
」の

一
心に
バ

ン
ド
価
値
向
上
が

地
域
資
源
の
価
値
も
高
め
る

県
で

は
、
地
域
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
戦

略
的
に
進
め
る
た
め
に
、
地
域
資
源
が
持
っ

て

い
る
上
質
な
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
て

「
や
ま
な
し
」
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
高
め
、
さ
ら
に
そ
の
効
果
が
各
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
も
押
し
上
げ

る
と
い

う
好
循
環
の
剔
出
を
目
指
し
て
取

り
組
ん

で

い
ま
す
。

社
会
全
体
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

か
ら
の
情
報
入
手
が
主
流
と
な
っ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
県
で
も
デ
ジ
タ
ル
に
大
き
く

転
換
し
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て

運
用
を

開
始
し
た
の

が
、
本
県
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

資
源
ブ
ラ
ン
ド
の

情
報
を
発
信
す
る
ポ
ー

●－ 欄 ミ・・ －ｌyiｉ→通知⇒発信

ユーザーの動きを分析し、

関心のある記事などを把握

【測 定可 能なも の(例) 】｢

ハイクォリティやまなし｣･

ペ ージビ ュー 数

･平 均ペ ージ滞在 時間

など

ＳＮＳ

･性 別､年代､ 地 域

･流 入元､流 入数

ユーザーの属性､関心･嗜好に合わせた記事を配信

,3､れあ(．･置l董顕 示 緋

１ １

の県境に位置する丹波山村は、人口530

人（“り と関東エ･-･

皿

山梨か世 界に誇るハイクォリテ

ィな日本酒 とワイン、GI r 山

製』

2021 年４月、日本酒において地理的

表示（GI）「山梨」の指定を受けま

した。すでに20卜･

旧 －X ・

ＳＮＳ上での反応

･｢いいね｣や｢リツイード｣･

コメントの投稿

●５ いいね!

C) コメント

０ リツイード

リンク記事への移動

ユー ザーのニーズに

合わせたプッシュ通知･

県公式ＳＮＳで配信

→個人アカウントでの

拡散

広告による拡散

○ 回 ○

Fハイクォリティやまなし」

で の 記 事 公 開

･企 画 記 事

･リ ンク 記 事



｢ハイクォリティやまなし｣で地域資源の高付加価値化に挑戦

タ
ル
サ
イ
ト
「
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な

し
」
で
す
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
点
在
し
て
い
た
ブ
ラ
ン
ド
情
報
を
ま

と

め
て

ご

覧

い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、

Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
の
反
応
や
サ
イ
ト
上
で
の

ユ
ー
ザ
ー
の
動
き
を
分
析
し
、
関
心
が
高

い
記
事
な
ど
を
把
握
し
て
、
配
信
内
容
な

ど
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
情
報
の

入
口
と
な
り
、
本
県
の
魅
力
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る

ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
の
背
景
に
あ
る
ス

ト
ー
リ
ー
や
県
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

企
画
記
事
、
既
存
の
サ
イ
ト

ペ
ー
ジ
を
紹

介
す
る
リ
ン
ク
記
事
、
紹
介
し
た
い
サ
イ

ト
ペ
ー
ジ
ヘ
の
広
告
バ
ナ
ー
な
ど
を
組
み

V ’

合
わ
せ
て
、
本
県
に
興
味
を
持
っ
て
サ
イ

ト
を
訪
れ
た
方
に
、
山
梨
の
地
域
資
源
ブ

ラ
ン
ド
を
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
山
梨

県
公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
動
さ
せ
効
果
的
に

情
報
を
発
信
す
る
ほ
か
、
海
外
で
関
心
の

高
い
地
域
資
源
の
記
事
を
多
言
語
化
し
、

海
外
の
方
に
向
け
た
情
報
発
信
も
行
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
、
利
用
者

が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
多
い
サ
イ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
源
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
て
、
継
続
的
に
よ
り
質
の
高
い
情
報

発
信
を
続
け
る
こ
と
で
、
や
ま
な
し
ブ
ラ

ン
ド
の
強
力
な
フ
ァ
ン
が
増
え
地
域
資
源

の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

サイトに 掲 載された 企 画 記 事､ リンク記 事､ 広

告 バ ナ ーをクリックすると､ 詳 細 な 記 事 などを

読 むことが できる

○、ハイクォ リティや まなし

地
域
資
源
の
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
て

「
や
ま
な
し
」
の
フ
ア
ン
づ
く
り
に
挑
戦

－

目
宍体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
の
か

「
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
で
の
地

域
資
源
に
関
す
る
記
事
や
広
告
バ
ナ
ー
の

掲
載

に
よ

る

情
報

発

信
に

加

え
、
各

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
発
信
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

－

な
ぜ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
の
か

若
年
層
を
は
じ
め
と
し
た
全
世
代
で
多

く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を

得
る
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
投
稿
や
広
告
を
多
く
打
ち

出
す
こ
と
で
、
投
稿
の
拡
散
や
「
ハ
イ
ク

ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
　へ
の
誘
導
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

－

各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
方
法

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
県
政
情
報
全

般
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
速
報
性
が
求
め
ら

れ
る
情
報
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
画
像

が
中
心
の
情
報
な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
合
わ
せ
て
投
稿
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー

や

。
い
い
ね
Ｉ・・

の
数
が
増
え
て
き
て
お

り
、
少
し
ず
つ
効
果
が
出
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
記
事
や
投
稿
に
対
す
る
利
用

者
の
動
き
を
分
析
し
、
次
の
情
報
発
信
や

県
の
事
業
に
反
映
さ
せ
「
や
ま
な
し
」
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

－

ど
の
よ
う
な
情
報
を
伝
え
た
い
か

こ
れ
ま
で
も
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
の
情

報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
に
は
ブ

ラ
ン
ド
の
魅
力
や
価
値
が
あ
ま
り
日
の
目

を
見
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

取
材
を
す
る
ま
で
、
私
自
身
も
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
山
梨
に
は
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
実
感
し

て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
情
報
を
国
内
外

の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、

山
梨
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

－

今
後
の
展
望
は

「
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」
に
は

山
梨
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
の
地
域
資
源
の
発
信

で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
「
や
ま
な
し
」

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政策調査グループ

塩 渾 侃 士
主事

【問い合わせ先】政策調査グループTEL 055-223-1584 FA 》く055-223-1776

●－ ふれあい

-
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A

NE ＷS 日本航空高等学校男子バレーボール部に
『山梨県イメージアップ大賞』などを贈呈

･､17●ヅアリフ７ 賢四間彰iでUI左7151ぷ|岡召|冒tl前|嶋７将tl長図知事､篠原校長

第74 回 全 日 本 バ レ ー ボ ー ル 高 等 学 校 選 手 権 大 会 に お い

て､ 山 梨 県 代 表 とし て 初 の 日 本 一 と な っ た 日 本 航 空 高 等 学 校

男 子 バ レ ー ボ ー ル 部 に､ 県 は｢ 山 梨 県 イメ ー ジ ア ップ 大 賞｣ と｢

や ま なしス ポ ー ツ 賞｣ を 贈 呈 しまし た 。

山 梨 県 イメ ー ジ ア ップ 大 賞 は､ 県 民 に 感 動 を 与 え る ような 活

躍 をし､ 県 の イメ ージ ア ップ に 貢 献 し た 個 人 や 団 体 を 表 彰 す る

賞 で す 。2 月 に 行 わ れ た 表 彰 式 で は､ 出 席 し た 前 嶋 悠 仁 主 将
、

月 岡 裕 二 監 督､ 篠 原 雅 成 校 長 に 県 産 材 の ヒ ノキ で 作 ら れ た 表

彰 状 な どが 手 渡 され ました 。

ここから下の段は広告です｡広告の内容については､広告主にお問い合わせください。

YA
心SHI　ROUTI

£ALNE

ＷS

長 崎 知 事 は｢ 逆 転 に 次ぐ 逆 転 で の 勝 利 で 優 勝 し､ 県 民 に 感

動 を与 えてくれました｣ とその 栄 誉 をた たえました。

手 渡 された 表 彰 状 を持 ち 前 嶋 主 将 は｢ 今 まで 応 援 し､ 支 えて

くれた 人 に 感 謝してい ます。大 学 に進 学しますが､ バレ ーボ ール

だけで なく学 業 に もしっ かり取 り組 み たい｣ とあ いさつ をしてくれ

ました。

また､ スポ ーツ の 全 国 大 会 などに お い て 優 秀 な成 績 を収 め、

県 の スポ ーツ 振 興 に 顕 著 な貢 献 をした 選 手 などを表 彰 する｢ や

まなしスポ ーツ賞｣ も併 せて 贈 呈しました。

ふ れあい ●Ｆ警:順轍囃（)



囲田 電話相談(゛で昌O9)01 20

－９１ ８・8６２
＠ マイタウン法律事務所

▲
漑町 東京2020 オリンヒクック・パラリンピック競技大会のレガシー

選手村ビレッジプラザで使用された県産木材を再利用へ

本県が提供した県有林材が使われた選手村ビレンジプラザ

大会で使用されたことを示す焼き印が押された返却木材

東京2020 オリンピック･パラリンピック選手村の交流施

設ビレジジプラザは､大会終了後も全国各地にレガシーを

残すことを目的に大会組織委員 会が実施したプロジェクト｢

日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレンジプ

ラザ～｣ に参加した､全国63 の自治体から提供された木材

で建てられました。本県もこのプロジェクトに参加して､南部

町産のヒノキと北杜市産のカラマツ合わせて775 本の県有

林 材を提供しました。

ビレッジプラザは大会後に解体され､昨年11 月から各自

治体に返却が始まり､本県分は1月12 日までに返却が完了

しました。

今後､ 木材は利用 希望があった市 町村などに引き渡さ

れ､県立農林高校では授業でベンチなどを製作して近隣の

小中学校などに贈るほか､県立馬術競技場では馬術競技

の 障害物に､身延中学校新築 工事では武道場の内装に

利用するなど､県内各地で活用されることとなっています。

点　 県 、甲 府 市 、甲 斐 市 と 甲 府 観 光 開 発 株 式 会 社 が 観 光 振 興 で 連 携 協 定
一一一

二j丿漕 ・ ㎜ ｒ こレ

「山 梨県､甲 府市､甲 斐市及び 甲府観 光開発株式 会社

と の 観 光 振 興 に 関 す る 連 携 協 定 」 締 結 式

－　.　　　　11●’　　　　・　　　　　― ¬

県庁で行われた協定締結式｡ 左から笹本甲府観光開発株式会社代表取締役、

樋口甲府市長､長崎知事､保坂甲斐市長

.‘･:゙゚:=･j一回翠　　　 県 の 中 央 部 に 位 置 する 信 玄 の 湯 湯 村 温 泉 や日 本 遺 産 に

認 定され た昇 仙 峡 は､ 県 内 各 地 へ の 周 遊 観 光 の 拠 点 として

期 待 されてい ます 。こ の 地 域 の 活 性 化 が､ 本 県 全 体 の 観 光

振 興 に つ な がることから､ 官 民 連 携し て地 域 活 性 化 を促 す

：　　　 高 付 加 価 値 化 に 取 り組 むた め､2 月15 日､ この 地 域 の 再 開

発事業を行っている甲府観光開発株式会社と県､甲府市、

甲斐市が観光振興に関する連携協定を締結しました。

協定では､この地域の高付加価値化を通じて､県全体の

観光振興を推進することを目的としており､そのために観光

資源の磨き上げ､持続可能な観光の推進､ 周遊観光の促

進などで連携することとしています。長崎知事は｢甲府観光

開発株式会社が進める構想について､もっと知恵を出し合

い､目指していることを実現させていきたい｣と連携への意気

込みを述べました。

ここから下の段は広告です｡広告の内容については､広告主にお問い合わせください。

| ｑr Ｂ型肝炎ウイルスに感染している　　　　　　：　　左記に当１･はまる方から母子感染された方
｢ ｍ 開 扁 り り り 吟 昭和 畔.I 聊 生まれ

十 尹 叩 叩
讐 ぎ ．

ご 存 じ で す か ？

国 から給付金を

受けら れる 可能性 があり ます。Ｂ型肝炎給付金
上 記 ２ つ とも当 て はまる 方 は、 症 状 に応 じた 額 の給 付 金 を受 け取 れる可 能 性 が あります。

また、 給 付 金 を受 け取 った 方は 、 将 来 もし症 状 が 進行 してしまっても追 加 分 を受 け取 ることが

で きます （亡くなった場 合 は 相 続 人 が受 け取 ることがで きます ）。 た だし、 給 付 金 を受 け取 る

には 国 に請 求 する必 要 が あり、 請 求 には 期限 があ ります。 お 早 め にご相 談 ください 。

吏京弁蕭十会所属/ 弁護十法人マイタウン法律事務所【マイタウン法律事務所東京事務所】東京匍

ミ奏簾●F■ ふれあい
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｢甲州地どり塩麹ドレッシング2本｣抽選で5 名の方に!

路次迎魏％‰ヅ ニ゚肖 く 美味堅ヽ９ ニ ー旦・

次 の① ～⑥と【アンケートの 回答】をご記 入いただき､はがき、

電 子メール､ファクスのい ずれかの方 法でご応募ください。

① 郵便 番号 ②住 所 ③氏 名 ④ 年齢 ⑤ 電話 番号 ⑥メール

アドレス(ある方)

●ア ンケ ー ト

問1: 今 号 の 中 で 最 も 関 心 を持 っ た 内 容 は?

問2: あ なた が 考 える( 望 む) コロ ナ 後 の 山 梨 の 未 来 は?

※いただい たご 意 見 の一 部を紹 介 させてい ただくことがあります。

● 応 募 先

山 梨 県 広 聴 広 報 グ ル ープ｢ ふ れ あい 読 者 プ レ ゼ ント｣ 係

はが き: 〒400-8501 甲 府 市 丸 の 内1-6-1

電 子 メー ル:kou ｃｈｏ＠pref･y ａｍａｎａshi.19.jp

( 件 名 に｢ ふ れあ い 読 者 プ レ ゼ ント｣と 入 力)

ファ クス:055-223-1525

●締 め 切 り

4 月30 日( 土)( 当 日 消 印 有 効)

賞 品 の発 送をもって｡当選 発 表に 代えさせていただきます｡ 個人 情 報 は賞品 の

発 送の ほか､ 県からのお知らせなどのために｡使 用させていただくことがあります。

多 言語翻訳や音 声読 み上げに対応したデジタルブック

カ タ ロ グ ポ ケ ッ ト ｒ 圖
｢ ふ れ あ い｣ の 誌 面 を パ ソ コン､ スマ ートフォン､ タブ レ ット で そ の まま

ご 覧 い ただ け ま す。

《FUREAI 》奈 志 的 唯 子 版 可 以 在 智 能 手 机 或 者 平 板 咆 胎 客 戸 端|司 冤 。

〈中 国 語･ 簡 〉

Ｙｏｕ ｃａｎ ｎｏｗ rｅａｄ ｐａｇｅs frｏｍ Ｆｕreai dirｅｃtly ｏｎ yｏｕr

ｓｍａrtｐｈｏｎｅ,tablet, ａｎｄ ｏther de ｖｉｃｅｓ.〈英 語 〉

県政稽報
発信中!

し懇 二心 二当

圖
し　 Ｆａｃｅｂｏｏｋ　 〕

し　T ｗittｅr　 〕

しき 」

圖
し　_ 広報番組　　 〕

圖
し　　 広報誌　　 〕

口］

ここ から下 の段 は広告 です｡ 広告 の内容につい ては､広 告主にお 問い合 わせくださ い。
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ほ振 袖 １通いrご家族。幸せと

:j&又λ
のことならなんでもお任せください4y　

”゙ 憲`1
あさ川はお嬢様とご家族様の最高の記念日を

お世話させていただけることに感謝を込めて、

全力で応援させていただきます。

川　
山梨県甲府市青沼3-8-24
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笑 顔 を全力で応 援します。

１
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